
 1 

計測技術と高度情報処理の融合によるインテリジェント計測・解析手法の 

開発と応用 

2018 年度採択研究者 

 

平松 光太郎 

 

 

東京大学 大学院理学系研究科 

助教 

 

 

任意のスペクトル次元を測定できる functional Raman 分光法の開発 

 

2020 年度 

年次報告書 



 2 

§１．研究成果の概要 

 

 本研究では、情報科学的アプローチに基づくレーザーパルス整形技術を活用し、1 回（または数

回）の測定で生体機能と最も相関の大きい情報だけを取得する手法（functional Raman: fRaman 分

光法）の開発を目指している（下図）。 

 

図. 本研究で開発する functional Raman分光法の概要 

 2020 年度は前年度までに準備した fRaman 分光計測システムをイメージングへと応用した。イメ

ージング応用において、ポンプ光の高速変調機構を導入し、ビデオレートでの分光イメージングを

実現した。当初、細胞での計測を予定していたが、十分な感度が得られなかったため、ポリマーブ

レンドの相分離過程へと測定対象を変更し、研究を遂行した。複数種類のモノマーを混合したサン

プルに紫外線を照射し、重合誘起相分離を引き起こし、得られたポリマーブレンドサンプルを

fRaman イメージング計測した。 
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